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　Veda祭式 は
， 祭主 の 依 頼 に 応 じる 形 で 祭官 に よ っ て 挙 行 され る ． 祭官 は ， 祭

主 と神 々 との 間の 供物 と願望成就の 応酬 を仲介する． 祭式の 議論は ， 元来 は祭官

階級の 祭主 を前提 とした と想定され る所が あるが ， イ ン ド ・ア ー リ ヤ 諸部族東漸

の 過程で 王 族 の 役 割 も増 した もの と考 え られ る
1）
． 祭主 を巡 る議 論 は

， 部族社会

の 基 盤が 祭官 階級か らそれ 以 外 へ と広が っ て ゆ く姿 を も伝 えて い る． また ， 祭式

に は神 々 を賓客 とす る接 待儀礼 的側 面 も見 出 され る． 神々 が 祭場 に来な けれ ば ，

そ の 祭 式 は効力 を持た ない ． こ の 懸念 は
， 複 数の 祭主 が 同時 に同 じ祭式 を行 う場

合 に生 じる． Soma 祭で は ， 競合す る Soma 圧搾 に お い て 自部族 の 勝利祈 願 の 為

に神 々 を競 い 招 く mantra が ，
　 Sa血 sava と して 整備 された

2）
． 新月満月祭等の 定期

的 祭式 も， 複 数の 祭主 が 同時 に 行 うこ とに なる ．RVX128 は 部族 間 闘争 を背景

と し， 競合す る 祭主 達 の 姿 を伝 える もの と考え られ る． 本稿 で はそ の 位置づ け と

他 学派 に お ける 展 開を跡付 ける ． 特 に YV 文献 に お け る受容伝承の 比 較検討に よ

り， 以 下の 点が 明 らか に なる ：Maitr5yapiya派 は Agnyupasthana及 び祭主 の 章に お

い て 当該 SUktaを専 ら祭主 の 議論 と関連づ け るが ， 引 用 は 第 1詩 節の み に留 ま る．

Katha 派 は M 派同様祭主 の 議論 に第 1詩節を挙 げ ， 更 に全 詩節を Soma 祭の mantra

と して 伝承 する ．Taittiriya派 は M 及 び K 派 と祭主の 章 の 論題 を共 有 しなが ら ， 両

派が 採用 す る RV の 詩節 を挙 げず，　 Soma 祭 に お け る Sathsavaの 文脈 で の み 当 該

SUktaに 言及す る． 祭 主 との 関連 は M 派 に ，
　 Soma 祭 との 関連 は T 派 にお い て 顕

著 で あ る． K 派 は両 議 論 を兼備 し
， 他 2 派 と各 々 共有 す る．

一
方 ，

　 V2jasaneyin

派 は独立 した祭主の 章 を持 た ず ，
Soma 祭の 議 論に お い て も当該 Siiktaに 言 及 し

ない ， 黒 YV 学派 とは全 く異 なる立場 を取る． こ れ らの 相違 は後 の 恵rautasUtra 段

階 で 平 均化 され ， Veda祭式 の 整備過 程 と祭主 を巡 る議 論 の 展 開の
一

端 を辿 る こ

とが で きる ．
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1． RV 　X 　l28 と vihava 「呼び か け争い 」

　13） 効 力は ，Agni よ ，諸 々 の （祭主達 が競 っ て 行 う）呼び掛 け争 い の 中で ，私 の もの

　 で あ れ，我 々 は君 を燃 え立 た せ な が ら ， 自らの 身 を ［今 ま さ に］豊 か に した い ．私 に ，

　 4 つ の 方位達 は 身をかが め よ．君 を監 視者 と して
， 諸 々 の 争い に 我 々 は勝利 した い ．

　 2 神々 はすべ て
， 呼び掛 け争 い に おい て ，私の もの で あれ

，
Indraを伴 っ て Marut達は

，

　 Vispu は
，
　 Agni は ．中 空は

， 広い 世 界 は
， 私 の もの で あ れ ．私 の 為に 風 は清 まれ ，

こ の

　 願 望 を巡 っ て ．　 3 　私 の も と に ， 神 々 は 動 産 を祭式 に よ っ て もた らせ ．私 の も と に
，

　 祈願 は （叶 え られて ）あれ．私の もとに神 々 へ の 呼 び掛 けは ［あれ］．神 々 に属す る か

　つ て の Ho   達 は獲得 しよ うと して い る
4〕
．我 々 は 自 らの 身 に害 を被 る こ とな くあ りた

　 い
， 良 き勇 者 を持 つ 者達 として ．　 4 私 の た め に ［神 々 ］ は称 え よ

， ［何 で あれ］ 私 に

　 よ っ て 献供 され るべ き物達 を．意 図 は実現す る ， 私の 思 考に属す る （叶 っ た） もの で あ

　 れ．罪過 に陥る こ との ない よ うに ，
どん な ［罪過］で あれ ， 私が ．あ らゆ る 神 々 は 我 々

　 に味方 （口添 え）せ よ．　 5　6人 の 幅広い 女神達 よ ， ［君達は ］我 々 に広 きもの を作 り

　為せ
5）
．あ らゆ る神々 は， こ こ で ，勇 者ぶ りを奮 え．我 々 が子孫 か ら離 れ る （子 孫 を失

　う）こ との ない よ うに
6）
， 白らの 身か ら 匚離 れ る］ こ との ない よ うに． 匚我 々 を］憎 んで

　 い る 者に ，我 々 が屈 服 する こ との な い よ うに，王 Soma よ．　 6　Agni よ ， 相手 （敵対 者）

　 達の 興奮を突 き返 しつ つ
， 欺 き得ない 守 り于と し て

， 取 り囲 ん で 守れ
， 我 々 を君は 。逆

　を向い て 戻 っ て 行け ， 敵
7）

た ち ， 彼 らは ．家で
， 当の 者達の 意図 は， 目覚め る と，消 え

　 去 る ．　 7 世界 の 主 人 で ある と こ ろ の ，Dh町 （造 り定め る 者） た ち の 中の Dhatg は ，

　 天 に 属す る 守護者 （または ： 守護者た る神 ）を，呪 い に打ち勝 つ 者と して ， こ の （現 に

　あ る ）祭式 を，両 Agvin は ，
　 Bghaspatiは ， 神 々 は護 れ ， 祭主を ， 凋 落 か ら．　 8　広 い 広

　 が り／領域 を持 つ 水 牛は我 々 に庇護 を支え保つ が よい ，こ の 呼びか け に際 して ， 多 くの

　 者た ちか ら呼び か けられ る，多 くの 家畜を持 つ ［水牛］は．そ うい う者 と して，我 々 の

　子孫の 為 に
， 黄緑色の 馬 を持 つ 者 よ ， 君は寛大で あれ．Indra よ ， 君が 我 々 に 害 を被 らせ

　 る こ との ない よ うに．君が ［我 々 を］見捨て る こ との な い よ うに．　 9 我 々 の 競 争相手

　で ある 者た ち
， 彼 らは離れ よ．Indraと Agni と共 に

，
我 々 は押 し伏せ る

8）
，彼 らを．　 Vasu

　達 は ，Rudra 達 は，入ditya達 は，私 を上 に 手の 届 く者
9）

と，力強 い ，意識 あ る者 と
， 優

　れた王
1 

と， ［今ま さに ］為 した．

　hva（hav’

）＋ vi の 語義 「呼 びか け争い をす る」は ，
　 WEBER が SunabSepaの 物語 に

基 づ き検討 して い る
11）

．RV 　X　l28 の vihava 一は
， 現実 に行 わ れ て い た 呼 びか け争

い を背景 と し， 神々 を巡 っ て 複数 の 祭主 の 問 に起 こ る争 い と して 祭式の 文脈 に 位

置付け られ た もの と考 え られ る ． 同 Saktaは AV 以 降
“

Vihavya
”

の 名 で 呼 ば れ る ．

2 ． 他学派におけ る伝承状況

2 ．1 ． sakta と して 全体 を伝承する もの 　本 SUkta全 体の パ ラ レ ル は以下の 文献

に 見 られ る ： AV 　V 　312＞〜Paippalada−Samhita　V　4　i3）
，
　Katha−Sarbhitfi　XL 　10rn〜Taittiriya一
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Samhit5　IV　7，14m．　YV の 2 文献 は Agnicayana 祭 の mantra 章 に 収 め る が ， 対 応す る

brahmapaに は引 用 され ない （→ 2．3．）．　 SrautasUtraの 対応箇所 で は 第 1詩節 の pada

a を pratikaで 引用 し ，
　 SUkta 全体 の 唱 誦 を規 定 す る． こ れ らの 伝承 に は個 々 の 詩

節 に variant が あ る他 ， 詩節の 追加 ， 詩節順序の 違い が 見 られ る．　 RV と完全 に
一

致す る伝承 は存在せ ず ， 何れ の 学派 も独 自の 要素 を持 つ ． 詳細 は 割愛す る が ，
こ

れ らの 比 較 に よ っ て 以 下 の 8 点が 指摘 され る ： （1）全体の 詩節数 ： RV 　9 詩節く TS

lOくAV ・　KS 　11＜AVP 　I4．（2）何れ の 学派もRV の 全 9詩節を含み
， 更に 詩節 を追加．

（3）RV と AV 及 び AVP との 問で は ， 詩 節の 順 序が 大 き く異 な る． （4）AV と AVP

とが各 々 追加す る mantra は
， 殆 ど

一
致 しない ． （5）詩節順序 の 点か ら，

　 YV は大

筋 で RV の 系統 を承 け る もの と思 わ れ る が ， 完全 に は 一 致 し ない ． （6）各 詩行

（pada） 間の 異読 に お い て は
，
　 YV に AV 系 と共通 す る要素 が見 られ る ． （7） KS が

伝 え る全 詩 節 は AV と対応 す るが ， 順 序 は異 な る． （8）KS 及び TS の 追 加詩節 は

AV にパ ラ レ ル を持つ ．

表 1　 RV と AV
，
　AVP

，
　KS

，
　TS の 詩節順序の 相違

RVXl28 　　 1　　 2　　3　　4　　 5　　6　　7　　8　　9　　　　　− 　　一 　　一 ｝ 冖

AVV3 9810711 正4） 一 一 一 一

AVP 　V 　4
1354628714

一 1015） gl6） 111213

KS 　XL 　10             一 一 一 一

TS　IV 乳14
       

     
 

  一   一 一 一 一

「
一

」 は該当詩節 を伝承 して い ない こ とを示す
17）

． KS 及び TS の 番号は詩節順序 を示す．

　RV 以外の 学派 は そ もそ も RV とは異 なる伝承 を持 っ て い た か ，
　 RV を改作 した

可 能性 が ある．KS 及 び TS の 詩節が AV とほ ぼ
一 致す る点 を考慮する と ，

　 KS 及 び

TS に お け る 当該 SUktaの 伝承 は ，
　 RV か ら直接 で は な くAV を経 て 固定 され た か ，

或い は AV と共通 の 源 泉に基づ くもの と推測 され る．　 KS と TS と は YV 学派の 中

で 当該 Srtktaに対 し極 め て似 通 っ た 立 場 を取 り， 他 の YV 学派 （M 派 と V 派）に は

な い 源泉を共有 して い たか ，
一

方が 他方 の伝 承 を改作 した可能性 が 指摘 され る ．

2 ．2 ． YV 学派にお け る個 別の 詩節 （xc）の mantra 集へ の 採録 br．に おけ る引

用　YV に は第 1及 び第 9 詩節 が独 立 の mantra と して 伝承 され る． そ れ 以 外の 学

派 は個 々 の 詩節を mantra 集に収録せ ず ，
　 br．に お い て も引用 しない

18）1 第 1 詩節 ：

祭 主 の 章冒頭 の mantra （MS 　1　4，1m・− 1　4，5P，
　 KS ・IV・14m〜 XXO （1　15P； → 3．）； 第 9 詩 節 ：

Sarvamedha （VS 　XXXIV 　46 ＝ VSK 　XXXIII　2
，9，

　 SB に引用 な し）．
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2 ．3 ． vihavyd 一の 語 に よ っ て （Stiktaに ）言及 する もの

2 ．3 ．1． mantra に お ける vihavyd − YV 文献 に 2 例あ る ：   MS 　II　12
，5：149

，3m

［Agniciti］（vihavyah ） ＝ KS 　XVIII　16：376
，
16n1（vihdvyah ）〜 TS 　IV　1

，
7

，
2m ［Agnicayana］

＠加 吻 ）々 ； VS 　XXVII　5 ＝ VSK 　XXIX 　1
，
5 （vih ・vydh ）〜 AV 　II　6

，
4 （vihdUvah ）．  MS

II　10
，
3：133

，
15m 匚Agniciti］（vihavy ∂k）〜 KS 　XVIII　2 ＝ KapS 　XXVIII　2 〔vihavyah ） 〜

TS 　IV　6，2，6m　q ［Agnicayana］（vihaVyak ）〜 VS 　VIII　46 （蠢B　IV　6，4，6）（vihaZyah ）〜 VSK

VIII　21，1 ［Gavamayana］（vihdU γah ） （SBK　V 　7，4，4 が対応 す る が ，
　 VSK の 引 川 は ない ）． 何

れ も vi−hvke（hav
’

）の gerundive 「呼 びか け競 わ れ る べ き」 で あ る と概 ね 解 され る

が
19’
　）

，
ア ク セ ン ト位 置 に よ っ て vihavd 一の 派 生語 「呼 び か け 争 い に 関す る 」 （→

2．3．2．） で ある 可 能性 も否定 で きな い ． 更 に検討 を要 す る が ，
RVX128 との 関 連

性 は積極 的に は認め られ な い ．

2 ．3 。2 ． br2hmaoa に お ける vihavyd − 「呼び か け争い （vihavd −）に 関す る 」 MS

は RV 　X 　128 を Agnyupasth5na と関連 さ せ て 独 自に 議論 を展 開 させ る ．　 KS と TS

は Soma 祭 の 文脈 で 同 SUktaに 関す る 伝 承 を共 有 し， そ の
一

部 は SEmavedaの 文

献 に も共有 さ れ る （→   ）． TS は 更 に v ∫加 吻
一の 由来 を伝 える ．　 V 派 は §B に 他

派と対応する 議論を持た ない ．

  MS 　1　5
，
7：755 −8・20）

［Agnyupasthina］　：　prdtdr　Upasthdy6．跏 動 α μη吻 ・伽 δπ ε va 傭 疲

dレα η 8 η 碑 α ．tdtra ツihavydsya　 cdtasra 　9co　vadet 　prbtαr　avanegti 　cdtasrah ．　prataravanegtina　va
−

dnaptam 　apn6ty　dnavaruddham 　dvarunddhe．　tdd　dnaptam　evditenapn6ty ；dnavaruddham

dvarunddhe． 朝に ［祭火 が ］礼拝 され る べ きで ある ． ［乳が ］火 に か け られ た時 に ，或

い は くみ 上 げ られ て い る 時に ， 自 らの 両 手 を洗い 清め るべ きで あ る、 そ の 際 ，
Vihavya

（vihavd 一に 関す る ［SUkta］）に属 す る 4 つ の 諸 lcを声に出 して 唱 える べ きで あ る，朝 の

手洗 い の 時 に 4 つ の ［諸 1c］ を．朝 の 手洗 い に よ っ て ， ［祭 主は］未 だ獲 得 され て い な

い もの を獲得するの だ ， 未だ確保 され て い な い もの を確保 す る． その 場 合 ， 未 だ獲 得 さ

れて い ない もの を， ［祭主 は ］ こ れ （朝の 祭火礼拝）
21）

に よ っ て 獲得する こ と に なる

（antith ¢ tisch の ア ク セ ン ト）， 未だ確保 されて い な い もの を確保す る．  MS 　1　5
，
12：81

，
11−

15P22） ［Agnyupasthfina］：yq／fi6一アのao　vdi 　sdmrchatti ．
’

thakasyavido 　
z；s）

manyante ．　stima 　evd

sdmgrchata ．砂 α9ηな0 η砂砂勧 画 rα∫’々ゴγ〜抛 死yδ” σ C6 ’α5罐 〜CO 　vaded ．∂gneydsya　puroddSiasya　dリ6

yむア跏 麗v敏γ2 加 1ツ∂比 et6naivd 　havimsyδ∫砌 π軌 y　abhimrSied ．　v♂訛 虍
’
η頭∫ツα 」吻 簡 卿 雁 ∫ア伽 ア6

y姻 伽 v辧々θ．吻 姻 o 蝕 α畷 y4 脚 簡 癜 γ融． それぞれの 祭式 はぶ つ か り合 うの だ．何 も知

らない 者達
24）

は思 う， 「Soma ［祭］ だけが ぶ つ か り合 う」 と．　 Agni と Soma とに対す る

［讃歌 9c一或 い は献供 6伽 ’∫一］ に先 立 ち ，
　 Vihavyaに属す る 4 つ の 諸 gcを声 に 出 して 唱 え

るべ きで あ る．Agni に対する puro  ≦a に つ い て は
，
2 つ の ［Xc］を y5jya及び anuvakya （献

供前 と献供時 に H鱗 祭官が 唱 える ；c ） とすべ きで あ る ．他 な らぬ こ れ を伴 っ て ， 据 えら

れた 諸供物 に 触 れ る べ きで ある ． ［祭主 は］捻 り取 る ，他者 （競 争相手 ）の 祭 式 を．他
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者 は当人 （祭主）の 祭式 を捻 り取 らない ．［祭主 は ］祭式 を伴 っ た者 となる．後者 （競争

相手）は祭式 を持 た な い 者 ［とな る ］．   ［Gavimayana，
　PrayaScitta］KS 　XXXIV 　4 ：38，11P

〜TS 　VII　5，5，2P〜PB 　IX　4，13〜JB 　I　344　sOjan γamb 　Siasyam．　vihavyath 　Sasyam．　agastyasya

kaydSubhtyain　Sasyam．　 Sajanya（−Si　kkta： RV 　I　32）が唱 えられ るべ きである．　 Vihavya（−SUkta）

が 唱え られ る べ きで ある． Agastya の KayfiSubhiya （−Silkta： 1165 ）が 唱え られ る べ きで あ

る ．  TS 　III　1
，
7

，
3P ［Agni＄toma，補遺］〜PB 　IX　4，14［GavEmayana ，

　Pr2yaScittaコ vis
：

vamitra 一

ノamadagni 　v63 醜 乃en ∂spardhet δmb．　sd θ吻 ノamddagnir ヅihavy伽m 　apaSyat ．’劭 o 　vdi 　sd

vdsis ．　thasyendriydm　 viry ∂m 　av ζnkta ．　ydid　viyavvdth 　Siasydta　indriydm　evd 　vir ツdm ア4／am 癖 no

bhrtitge！yasya　vgrhkte ．　 ViSvamitra と Jamadagni は ，
　 VasiStha と争 っ た．そ の 際 ，

こ の （例 の ）

Vihavya （n ．： sfiktdi−）を，
　 J．は 観得した．それ を用い て

， 彼 は Vas．の 感官の 力 を
，

生 命力

を， 捻 り取 っ た．Vihavyaが唱 え られる な らば
25）

，他 な らぬ感宮 の 力 を，生命力 を，祭

主は 競争相手か ら捻 り取 る こ とに なる． 
’ TS ・V　4，11，3−4　

P
［Agnicayana，　 VihaVya 煉瓦コ：

  と 同様 ，
ViSv．と J．が Vas．と争 う話．　 J．は VihaVya 煉 瓦 （vihai ｛yds，　fem．： な雌 凌一） を観

得す る．

3． W 学派 におけ る 展 開 競合す る 祭式 と祭 主

3 ，1 ，祭主 の 章 に おける RVX128
，
1 の 採 用　祭主 と RVX128 との 関連づ けは ，

M 派 ，
K 派で は mantra 集の段階 で 明確に 固定化 され （MS 　I　4，1：47，1−2　

m

＝ KS　IV　14：

38，16−17m ＝ RVX128
，
1 → 1．）

， 「競合 す る 祭式」 の 問題 と して 提示 され る．　 T 派 は

トピ ッ ク の み を共有 し
，

〜石havyaに は言及 しな い ．　 V 派 は祭主 の 章 を持 た ず， 競

合 す る 祭式 を も含 め
， 祭主 の あ り方 自体が 独立 した議論 の 対象 とされ て い ない ．

MS 　1　4
，
5 ： 52

，
9− 13P　samrtayOjnN6 　va

‘
　esa 　ydd 　darsiap舜rηamlisdu ．　kdsya　vaha 　yaksydtn々 移asya 　devdta

yの滋 1π trgdchanti　kdsya　vd 層 z｝ahfinark 　sambndm 　6肋 r　yφα班 δ擁 雁 漉．アdh　P 露rve め痂ア α9η1η2

gr肋あ∫3灘 v6 わ砺 ’64 θv6 痂 αわ  φo 忽 mtimagne 　vdrco 　vihavtiSv 　astv （1　4，1： 47，1−2　pratika）iti．

ptirvam　agnim ．　ggehpfiti．　devdta　va
”
　etdt 　ptZrvedytir　agrahit ．〜轟 諏 6　b履 彪

’

肋 り切α花． 新満月祭で

あれ ば
，

こ れ は
，

ぶ つ か り合 っ た祭式 なの だ． 匚祭主 と して コ祭式 を行 お うとす る 誰の

祭式に は，
一体，神格達 が や っ て 来 るの か ，或 い は また，誰 の ［祭式］に は， ［神格達］

が ［や っ て 来］ ない の か，同 じ日に 祭式 を行 い つ つ ある 多 くの ［祭主 ］達 の 中で ． も し

［祭主が ］前 日に Agni を掴む な らば，彼 は，翌 日に 神格達 を対象 と して 祭る ．〈効力 は，

Agni よ ， 諸 々 の （祭主 達が 競 っ て 行 う）呼び掛 けの 中で ， 私の もの で あれ ．〈我 々 は君

を燃 え立たせ な が ら ， 体を 匚今 まさに ］活気あ る もの と為 した い ．私に ，4 つ の 方角達

は 身をかが め よ．君 に よ っ て
， 監視 者 に よっ て ， 諸 々 の 争い に我 々 は勝 ち た い ＞＞と ［唱

える ］．前 もっ て Agni を掴 む
26）

．神格達 を，
こ の こ とに よ っ て

， 前 日に掴 ん だ こ と に な

るの だ．そ うい う ［神格］達 を対象 と して ， 翌 日に ， 匚祭主 はコ祭る．〜 KS 　XXXI 　15：

17
，
5−9P （Vihavya の 第 1 詩節 IV　l4 を pratikaで 引用）〜 TS 　I　6

，
7P （mantra な し）．

3 ．2 ． Srautasotra にお け る展 開　br．の 段階 で は 〜石havyaを祭 主 と関連づ け る議
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

論が 見 られ なか っ た T 派及 び V 派 ，
Soma 祭 と 関連付 け なか っ た M 派は ，

　 SrSU．

段 階 で 各 々 の 伝承 の 空 白 を補槇 す る． こ の 点 に ，
Srsa．に お け る 伝 承 の 平均化，

即 ち学 派 を超 え た祭 式 全 体 の 整備 ， 定 式化 の 過 程 が 認 め られ る 二 T 派 ： Baudha −

yana蠢rSti　XX 　1：3，4−4，5 ［11 ：1，4−5， 新 月満 月祭 に対す る Dvaidhasittra］ほ か ； V 派 ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

K 亘t頭 yanaSrSO　II　1β ［新月 満 月祭］； XXV 　14
，
18 ［PrayaScitta］；M 派 ： MdnavaSrSU ・VI

2，6，2 ［Agnicayana，　Vihavy2 煉瓦］．

1 ＞Cf．阪本 （後藤〉純子 「王 族 と Agnihotra」 （『印度学仏教学研 究』 53−2，2005），西村

直子 『放牧 と敷 き草 刈 り』 （東北大学 出版会，2006），139ff．　　 2 ）Cf．　MyLlus，
“
Der

sa 血 sava ，
”
Miss．　Zeitsehr．　d．　Univers．　Ha〃e −　Mittenberg，　Reihe ユ7，6 （1968），

117− 137 ＝ Das

attindische 　Opfer（Wichtrach，2000），38−70．　　　 3 ）RV 　X　l28
，
1禰 磁 gη8　v伽 o　y ∫加 吻 v α吻 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
va ）

’
a
’
tP　tvendhands 　tanvam 　pusema 　1　mdhyam 　namantfim 　pradis

”

as
”

　cdtasras 　1　tvdydidhyakserpa　pgitana

joyema　1［ 2・mdm ・ devd　vihave
’
　・ ant ・　sdrva 　1　i・d・a ・ant ・ martit ・ vis．　4e〃r　agnih 　j　mdmanttirikFam

unil ・kOm　ast ・　［　mdhyam 　va
−’
tah　pavattrm　ktime・smin 　113祕 ’雄 彪 瀬 ・脚 磁 y嶼 ・伽 瞬 6野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　r
as・fr　a ・tu　mdyi ・devdhfitih．1磁 砂 励 6励 ・ V σ翩 卿 ∫α 卿 副

’

・瑠 助 軅 翩 彡々 ・ ・δ ・厩 融 ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
4mtihya ，？i　yaJ

’
antu 　mdima 　y8ni　havydi−16威 ’地 satydi　mdnaso 　me 　astu 　I　6ηo 〃短 nt　g諏pa　katam短c

砌 磁 伽 IV醜 伽 δ806 励 ’V・C娵 励 ll　 5 磁 凾 卿 配牌 襯 を励 切 0 ∫α 1湾 V西 εV 〜磁 瀬

　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　r
virayadhvam 　l顧 廊 配 α乃ψ rの

’
dya　ma 　tantibhir　［　md 　radhama 　dvis．　atti　s・ 脚 吻

’
an 　rl　 6　dgne

manytim 　pratinuddn　pdresam　1　ddabdh ・ 9 （勸 碑 ρ互伽 α ・ 砂 伽 1脚 卿 海σ・ yantu　・igtitah　pdinas
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
t2ド〃 短離∂解 cittdm 　prabtidh∂rp　vi　neSat 　I　I　7dhatti　dhδtiVdm　bhtivantrsyaアds　pdtir　I　deソdPtか〜1鵡厂αη3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
αbhimdtis．　bhdm 　I　imdm 　yaJ

’
fidm α∫Vごη0 う乃δ bgihaspdtir　I　42ソδ和pantu　y4／amdna ηP ηy α厂疏 δ’［i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
8　ururydca 　n ・ mahis ．　dih　Sdrmayamsad 　1　asmin 　hdve　puruhatdh　purukstih 　］　sd 　nah 　pra」

’
dyai　hapyaS’va

Mrdaya 一吻 融 痂 η・ 吻 5・ 痂 妙 距鋤 ll　 9アe　nah 　sapdtna 　dpa　te　bha・antv 　l　ind・dg・ ibhyam

6V・ 嵶 伽 ・んθ 酬 V6 ∫・V・ 削 痂 冴ゆ 6卿 卿 拶翩 嬬
一1・

、8吻 ・6∫伽 襯 励 か吻伽 面 α川1
4）vanuSanta ： vo ガ gewinnen ，　ttberwaltigen

’
の 人工 的な現在語幹 v αnusa 一の Inj．（事実 上 「か

つ て 獲得 しようと した」） と考 え られ る．Cf．　GoTo，　MQrphology （2014）， 126　n．279，
　1．　Pras．，

164．更 に WITzEL−GoTo　695 （1　132，5 に 対す る注 ），
　 NARTEN

，
　s−Aor．，235　n ．712 を も参照せ よ．

5）C £ 徽 卿 ノ 「広 さを探 し求める，人に広い 場所 （安全
， 自由）を もた らす 」〈 vdrivas −

「広 さ」，
GoTO

，
　Morphology，132．　　 6）hasmahi： hd の s−Aor．　Inj．　AiS　131は ρ吻 の∂，　tanti−

bhirを 「分離」 の Instr．と して 登 録 す る （
‘
m6chten 　wir 　nicht 　um 　unsere 　Kinder　und 　Leiber

kommen
’
）．　　　 7）η∫塑 ’一の 原義は 「侮辱す る者」と解 され る．　 Cf．　GRAssMANN ，

　s．v ．；AiG

II−2， 42；ScARLATA　l12
“
Schmaher ，　Feid？

”
； MAyRHoFER 　EWAia 　II　4L 　s．v ．

“

  ieder−rufend ，

schmahend ．
”

或 い は，　 pratydficas「逆を向い て 」amti 「家で 」の 語 を．考慮す る と
， 「身内に

（ni）呼び か ける （gav）者達 」か ．　　　 8）堂 山英次 郎 「リグヴ ェ
ー ダ に お ける 1人 称

接続法 の 研究」 （『大 阪大学大学院文学研 究科 紀要』 45−2， 2005）， 16に従 い
， 直説法 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
解 した ．　　　 9）Cf．　ScARLATA　666．　　　 10）α崩 ∫尸〜辮

一： AiG 　II−188
，
121

，
　EwAia ，　s．v ．吻

L に

従 う．「王に従 う者 （＝祭官〉」を謂 うBahuvrihiの 可 能性 もある （cf．　ScARLATA　451）．

11）
“
Ueber　Haug

’
s　Aitareya　Brdhmarpa，

”
Ind．St．　IX （1865），316−17： Die＞h血 （hve）＋ vi　ist　in
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dem 　Brahma りa −Styl　solenn 　zur 　Bezeichnung　des　verschiedentlicllen 　Anrufens （Umwerbens ）
　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　 t

Jemandes 　durch　zwei 　sich 　um 　ihn　streitende 　Parteien．バ ラ モ ン の 子 S．は ， 牛 100頭 と引 き換

えに 犠牲獣 と して 売 られ る ．彼 を売 っ た 実の 父 親 Ajigartaは ， 更 に牛 100頭 と引 き換 え

に わが子 を解体す る役 目まで 引 き受けよ うとする．§．は神々 に援助を要請し，彼が唱 え

た讃歌の 効力 に よ っ て 危機 を免れ る ．Hot畧祭官 を務 め る Vi≦v 互mitra の 膝に 座 っ た き．を見

て ，父 親はわ が子 を取 り戻 そ うと し， 呼びか け競争に発 展する ： α ’加 加 諏 雌 麹 ρo 灌 痂 一

．mitrasyahkam 　dSas d々a．3α ぬov ∂吻 なαπ ψ sauyavasir 　91Ee　punar　me 　putram 　dehiti．　neti 　hov々 ca

v 蜘 魏 艀 odev ∂ vdi　imam 　mahyam 　arδsateti ．．．sa ぬovδo廨 9αア’ψ sauyavasis 　tvaηa　v　ehi ．

y 伽 型 伽 o 砺 〃’．その 時 ，
S．は V ．の 膝に 座 っ た．する と ，

　 SUyavasa の 子 A ．は言 っ た ， 「詩

人 よ，私 に 息子を返せ 」と．「否」と V ．は 言 っ た
， 「神 々 が こ の 者 を私 に授 けた の だ 」と。

（中略）す る と， S．の 子 A ．は 言 っ た
， 「君は ， で は ， 来い ．我 々 2入は呼 び かけ争い を

しよ う」と． （AB 　VII　I7，2−3〜甑めkh蠢rSU 　XV 　24
，1−19）　　 12）GopathaBr　ll　2，24 ［新満月

祭］に言 及 あ り．MS の Agnyupasthana の 議論 と祭主の 議論と を併せ た 内容 とな っ て い る．
→ 2．3．2．， 3．1．　　　 13）Cf．　LuBoTsKY ，　Atharvaveda−Paippal巨da　KArpda　Five （2002），27ff．
14）パ ラ レ ルが RvKhila 　X 　128，1 に ある，　 cC 　ScHEFTELOwtTz

， 112−13．　　 15）→ 注 14）．
16）AV 　VII　86，1に パ ラ レ ル が ある ．　　 17）SUkta以外 の パ ラ レ ル につ い て は LuBoTsKY ，

n ．13．参照．　　　 18）個々 の padaに は 他に もパ ラ レ ル が あ る． また ，
　 SrSa．以 降は各 pada

が他 の mantra に組 み込 まれ る形 で YV 以外の 学派 に も採用 され て い る ．　　　 19）例 え

ば   の TS　IV　1，7，2m　e ，
　pa（ia・d ：吻 節 刑 σgηe　y訪6四 〇 414∫励 ”

‘

O 　Agni
，
　shine 　f（）rth　here　to　be

invoked　by　kings
”

（KEITH　TS 　tr．）．　　 20）−KS 　VII　5　一・KapS 　V　4　− TS　1　5
，
9．何 れ も vihavya 一

へ の 言及 はな い ．　　　 21）AMANo
，
　Maitrdyapt　Sanhhita　1−II（2009）， 185は朝の 手洗 い （Mor −

genhandewaschen ）を補 う．　　　 22）〜KS　VII　10〜KapS　V　6 （〜TS　I　5
，
9）．何れ にも vihavya 一

の 語 な し．　　 23）当該箇所 に お ける 「何 も知 ら ない 者 （akasyavid −）」 は，競合す る

祭式 に つ い て Soma 祭の 文脈で の み論 じる者 を謂 うもの と考え られ る．　 T 派は専 ら Soma

祭 と関連づ けて Vihavyaに言及 してお り，
　 MS 当該箇所 はその よ うな T 派の 議論 を想定

して い る可能性 が ある，（天野恭子氏の 指摘に よる．）　　 24）→ 注 23）．　　　 25）PB
IX　4，14は Hotr祭官に よ る唱誦を明示．　　 26）ptirvαm 　agnim ．　grh”bti．ptirva一には 「前の

，

先 頭 の
， 第

一
の ， 早 い

， 東 の 」等多用 に解釈で きるが ，ptirvedytlr「前 日 に 」 との 対応か

ら
， 副詞 と解釈 した ．本祭前 日に 諸祭火 に焚 き木を くべ る こ と （anv −a−4随 ）に つ い て は

，

HILLEBRANDT
，
A・ltindis・che ・Areu− und 　Vollmondsopfer　（1879），

2−3参照．

略号 ， 引用文献 の 書誌情報 につ い て は以下 を参照 ：

西村 『放 牧 と敷 き草刈 り』， GoTo ，　Old　lndo・Aryan　Morphology（Wi ¢ n ；Verlag　der　Ostcrrei−

chische 　Akademie　der　Wissenschaften　2013）．

（本研究は 科学研究費補助金基 盤研究 （C）に よる 成果の
一

部である．（課題 番号 24520048））
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